

















































































































































































　面接回数は相談者母親が 5 回、祖母とは 2 回、




































































説明した ( 注 9)。
　まずは夫婦間のコミュニケーションを取り戻す


















　面接は初めの 2 カ月は隔週、3 ヶ月目 4 ヶ月




















































































注 9）団 2013、吉川、東 2001、ここでは 2 冊
しか上げていないが家族システムについて
の理解は複数ある。心理学的アプローチは
いずれも家族サブシステムを踏まえながら
もわくわくする方向へ家族を導き、課題解
決への糸口としている点で参考になる。こ
のケースの相談者には、家族システムの中
のサブシステム構造と相互の関係を簡素化
して説明した。また、アセスメントでは、
ジェンダー視点も加えることがより効果的
と思われたので実施した。
注10）ギリガン．C1986、原書は 1970 年代に、
女性の発言、発想は男性中心の justice と
異なると感じたギリガンが女性の特性 care
を論じた名著である。深い女性洞察がされ
ておりこのケースの相談者が自分の姿を映
し出して気持ちを整理するのに役立った。
注11）大野 2014、うつ病の対応の仕方について
一般向けに書かれたものなので、このケー
スの相談者の心理教育に役立った。
注12）丸山 2014、不登校には要因が多数あり、
解決の仕方も多様である。社会的な物差し
でなくその人自身の尊厳を守り大切にして
ゆこうとする環境では、人は自然に家から
外へ出てゆきたくなるし、自分の行くべき
ところを見出していくという指摘が本書で
なされていて参考になった。
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